
 未就業や卒業年次にあたるなど、子どもの就職に悩みや不安を持つ親は多いもの。大阪府では、
子どもの就職活動を応援したい保護者向けのセミナーを開催。サンケイリビング新聞社では、「協
力」名義でセミナー講師の紹介をはじめ、同セミナーの開催に企画段階から参画しました。 

 直接的には、なかなか情報が届きにくい若年層への支援を、保護者からアプローチする取り組み
に対し、紙面、ｗｅｂ、イベント会場、カルチャー教室などサンケイリビング新聞社ならではの幅広い
接点を設けたことで、多くの参加者を集めることができました。 

 講師の園田雅江さんが、保護者世代とは違う、現在の就職活動や採用ステップのレクチャー、保
護者が言ってはいけないＮＧワードや上手なコミュニケーションなど、わかりやくすく説明。大阪府の
就職支援拠点であるＯＳＡＫＡしごとフィールドや近日開催される就活イベントの紹介など、具体的で
役立つ内容に参加者も熱心に聞き入っていました。 

  

http://www.sankeiliving.co.jp/osakaliving/ 
 

大阪府とタッグ！ 参加者の６３％がリビング新聞から 

子どもの就職に悩む保護者向け就活セミナーに協力 

 〒556-8515 大阪市浪速区湊町2-1-57  難波サンケイビル 大阪営業部 ＴＥＬ06-6647-2023 

イベント名 セミナー「保護者ができるサポート・子どもの就職活動にどう関わるべきか」 

実施日・会場 2015年2月11日（祝・水）・ハービスOSAKA小ホール 

主催 
 大阪府（受託事業者：地域人づくり就職マッチング事業共同企業体） 
 大阪府中小企業団体中央会 

紙面告知・掲載エリア  リビング新聞、Living.ｗｅｂ地域メールほか 

掲載事例-2015.2. 

お問い合わせは 

News 

 セミナー終了後の主催者実施のアンケート結果では、同内容で告知した一般紙に比べ、リビング新聞を見て
の申込みは45組で全体の63％にもなりました。運営元の大阪労働協会からは「また同様ミナーを行う際にはご
相談します」とのコメントも。  

 

Response 

 「リビング新聞」1/31号、全3段
ペイドパブリシティ（大阪・京阪・
北摂中央・北摂東・北摂西・阪
神東版）。 

 ほかにLiving.ｗｅｂの地域メー

ルも配信。チラシを「リビング不
登校・中退者のための学校相
談会」会場に設置するなど、サ
ンケイリビング新聞社独自の手
法で幅広くアピールしました。 

 

講師の園田雅江さん（人的資源マネジメント（株）執行
役員）のデータ・事例を駆使した講演に熱心にメモを
取る参加者。エントリーシートのチェックや面接での印
象づくりなど、保護者がサポートすべきポイントも。 


